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「あたたかな人間関係づくり」を基盤とした教育活動の推進
～「自分大好き」「友達大好き」な児童の育成～

今週の「自分大好き」「友達大好き」の発見

認めてもらう嬉しさ「自分大好き」
みんなで頑張っている学級「友達大好き」

学級通信より抜粋
くつをそろえる自分は素敵です。それがみんなできる学級も

素敵です。素敵な友達の中に、素敵な自分が存在しています。

CHANGE ONE ＴＨＩＮＧ
～重点目標達成に向けた一工夫～

２週間の子ども達への指導支援
ありがとうございます。どの学年、
学級においても素敵な子ども達の
姿、そして集団づくりが進められ
ています。
６年生は、掲示によってその姿

を評価しています。
目指す目標「めあて」を明確に

し、その姿を言語化・視覚化して
いくことが、子ども達の自己存在
感と学級への所属感の高まりにつ
ながります。
その場その場で評価していくこ

とも大切ですが、こうやった意図
的な評価はとても有効です。



「自分大好き」「友達大好き」を目指した
授業づくりのヒント

⓵ ②

③ ④

①： 「絵を見て自分で書くことを選ぶ」という、学習課題に自己選択・自己決定があります。
自己選択・自己決定は学習意欲の向上につながるとともに、場合によっては、子ども達の学力差
に応じることができます。「こんなことがやりたい」「これならできそうだ」という学習への主
体的な参加が「自分大好き」の第一歩です。

②： 自己選択・自己決定した課題に対する自分の考えが、ノートにしっかりと記述されています。
「自分の考え」をつくることはとても大切です。そこに対する、即時的な教師の評価「丸付け」
は、子ども達にとって大きな自信となります。

③： 自分の考えを発信する場が全員に保障されています。考えを話せる自分も素敵ですし、真剣に
聞いてくれる友達も素敵です。

④： 板書に子ども達の考えが位置づけられています。自分の考えが板書されるのも嬉しいですし、
友達の考えのよさを感じることも大切です。ネームプレートを使った授業の積み上げが、子ども達の
自信と互いの良さを認め合う共感的人間関係の醸成につながります。

以上①から④のことですが、普段から多くの授業場面で取り入れられていることです。重点目標達
成につながっていることを「意識」して「継続」していくことが大切です。


